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　本年６月に JFCC の理事長に就任させていただき、皆様方と共に、新素材の研究・開発、その評
価を通じて、産業・社会・人類の発展に貢献できたらと思っております。JFCC は、1985 年に設
立されて以来、ファインセラミックスを主とする材料の開発・評価において、常に先頭を走って
きましたが、本年で 30 周年を迎えました。その中で、2007 年には、それ迄の「材料技術研究所」
に加え「ナノ構造研究所」が設立され、より広い領域の素材の研究・開発で、ますます世の中に貢
献できる体制となり、事業が推進されております。この様に、今年で 30 周年という節目の年を迎
えることができましたのも、関係各位の一方ならぬ、ご支援、ご協力と、諸先輩方のご努力の賜と
敬意を表しますと共に、心より感謝申し上げます。

　30 年前の設立当初、夢の新素材である「ファインセラミックス」の材料特性評価技術の開発、構造・
機能発現機構の解明などを通じて、製造技術の高度化や統一的な試験評価技術による標準化の推進
に貢献して参りました。標準化が徐々に整備され、時代と共に主たる事業が研究開発に移行し、「材
料技術研究所」の “ものづくり” と “評価”、「ナノ構造研究所」の “微細構造解析技術” と “計算技術”
等、これらの強みを有する研究機関へと成長して参りました。

　透過型電子顕微鏡を用いた原子レベルの観察技術については、世界で初めて水素原子、リチウム
原子を観察することに成功する等、世界的にみても、トップクラスの研究水準だと思っています。
ものづくり技術では、内閣府のすすめる SIP（戦略的イノベーション創出プログラム）革新的構造
材料のコーティング技術に JFCC が研究拠点として参画することとなり、また、第一原理計算技術
では JST（科学技術振興機構）がすすめるマテリアルインフォマティックスの研究拠点として認め
られました。原子レベルの観察技術、原子レベルの理論計算技術、そしてものづくり技術が一体と
なることにより、新材料の開発は飛躍的に進歩できると確信しております。

　今、社会は多くの課題を抱えながら、大変なスピードで変化し、進化しています。その中で、将
来の良き社会と人類の為に、科学・技術も大きな革新が求められています。そして、新たな可能性
を生み出し、新しい価値を提案出来るのは、各分野における素材の変革にあると思います。

　人知の及ぶ範囲は実に小さなものです。
　私達は、まだまだ未知の事象の解明に向かってやるべき事がたくさんあります。これ迄の実績と
強みに大いに自信を持って、しかし、現状に驕る事なく、謙虚に真摯に、そして情熱と想いを込め
て、研究・技術開発に取り組んでいきたいと思います。そして、各人の能力向上とチームワークの
更なるレベルアップを図り、世界の COE（Center of Excellence）と認められる研究機関を目指し、
新材料とそのプロセス開発を通して、これまで以上に産業・社会に貢献するという役割を果たすべ
く、役職員と一丸となって努力して参りたいと思います。

　今後とも、従来にも増して皆様方の一層のご指導とご鞭撻を賜りますよう、心からお願い申し上
げます。

JFCC のさらなる飛躍
‐ 新たな時代に向けて ‐

一般財団法人ファインセラミックスセンター
理事長　服部　哲夫
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　理事会、評議員会を以下のとおり開催しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

「理事会」「評議員会」の開催

事業報告

○第１０回理事会

○第５回評議員会

○第１１回理事会

○第６回評議員会

　日　時　平成２７年５月２２日（金）１６：００～１７：２０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成２６年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　３．第５回評議員会、第６回評議員会の開催について
　　　　  ［研究紹介］
　　　　　「グリーンサステイナブルケミカルプロセス基盤技術開発」
　　　　　「隕石ナノ粒子の SEM、ホログラフィー観察からわかる太陽系形成期の ｢ 水 ｣ の痕跡」

　決議日　平成２７年６月１日（月）
　　　　　（一般法人法第 194 条第 1 項の評議員会の決議の省略の方法による）
　議　案［議決事項］
　１．定款の変更について
　　　「特別顧問」の新設

　決議日　平成２７年６月１１日（木）
　　　　　（一般法人法第 96 条の理事会の決議の省略の方法による）
　議　案［議決事項］
　　　　　１．代表理事（理事長・専務理事）及び業務執行理事（常務理事）の選定について

　日　時　平成２７年６月１１日（木）１６：００～１７：２０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．平成２６年度決算の承認について 
　　　　　２．評議員の選任について
　　　　　３．評議員会議長（会長）・副議長（副会長）の選任について
　　　　　４．理事・監事の選任について
　　　　　５．特別顧問・顧問の委嘱について
　　　　　６．理事の報酬総額について
　　　　  ［報告事項］
　　　　　１．平成２６年度事業報告について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　３．平成２７年度事業計画及び予算について
　　　　  ［研究紹介］
　　　　　「グリーンサステイナブルケミカルプロセス基盤技術開発」
　　　　　「隕石ナノ粒子の SEM, ホログラフィー観察からわかる太陽系形成期の ｢ 水 ｣ の痕跡」
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　平成２７年６月１１日開催の評議員会終結の時をもって任期満了する役員の改選を行い、以下の役員体制となり
ました。

役員の異動

事業報告

１．評議員

２．理事

◆　庄山　悦彦　（株）日立製作所　相談役
◇　岡本　一雄　トヨタ自動車（株）　相談役
◇　柴田　昌治　日本ガイシ（株）　相談役
◇　水野　明久　中部電力（株）　代表取締役社長
◇　三田　敏雄　（一社）中部経済連合会 会長
　　稲葉　昭夫　岐阜県 商工労働部 産業技術課 課長
　　尾堂　真一　日本特殊陶業（株）　代表取締役社長
　　加納　廣和　愛知県　産業労働部　技監
　　鴻池　健弘　（株）村田製作所　執行役員
　　志賀　重範　（株）東芝　執行役専務
　　白石　順一　住友電気工業（株）　執行役員
　　鈴木　清美　名古屋鉄道（株）　取締役
　　千田　博之　名古屋市　市民経済局　副局長
　　中川　正弘　（株）ノリタケカンパニーリミテド　取締役 専務執行役員
　　中村　　修　東邦ガス（株）　取締役 常務執行役員
　　平野　眞一　名古屋大学　名誉教授　（名古屋大学 元総長）
　　平山　正之　新東工業（株）　代表取締役会長
　　細谷　孝利　名古屋商工会議所　専務理事
　　宮木　正彦　（株）デンソー　取締役副社長
　　山路　栄一　三重県　雇用経済部 ものづくり推進課 課長
　　矢野　　仁　愛知県陶磁器工業協同組合　副理事長
　　吉田　　真　京セラ（株） 研究開発本部　部品研究開発統括部長

　　　◆会長（評議員会議長）　　◇副会長（評議員会副議長）

○　服部　哲夫　トヨタ自動車東日本（株）　相談役
　　伊勢　清貴　トヨタ自動車（株）　専務役員
　　伊藤　範久　( 一社）中部経済連合会　専務理事
　　大島　崇文　日本特殊陶業（株）　代表取締役副社長 副社長執行役員
　　風尾　幸彦　（株）東芝　執行役常務
　　菊野　仁史　（株）日立製作所　中部支社　支社長執行役員
　　酒井　　均　日本ガイシ（株）　執行役員
　　鈴木　健一　中部電力（株）　専務執行役員
　　吉田　盛厚　（一財）ファインセラミックスセンター　専務理事
　　髙田　雅介　（一財）ファインセラミックスセンター　専務理事
　　小澤　　学　（一財）ファインセラミックスセンター　常務理事
　　丹羽　　漸　（一財）ファインセラミックスセンター　常務理事

　　　○ 理事長（代表理事）

３．監事
　　神﨑　修三　（公財）中部科学技術センター　専務理事
　　矢野友三郎　（一社）日本ファインセラミックス協会　専務理事
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事業報告

　７月３日（金）大阪／梅田スカイビル（スペース３６）、７月１０日（金）愛知県産業労働センター（ウインクあいち）、     
７月１７日（金）東京大学　武田先端知ビル（武田ホール）にて２０１５年度ＪＦＣＣ研究成果発表会を開催しました。
　特別講演１件、研究成果ショートプレゼンテーション１５件、ポスターセッション３７件を行いました。
　大阪会場 128 名、名古屋会場 317 名、東京会場 177 名と、多数のご来場をいただきました。
　当日いただいたアンケートも概ね良好な結果であり、熱気あふれる活発な意見交換が行われ、成功裏に発表会を終了
できました。来年も皆様方のご意見を反映した発表会を企画致します。

＜特別講演＞
・大阪会場　  「マテリアルズインテグレーション：セラミックスの研究・開発時間の短縮を目指して」　

 東京大学　教授　　香川　 豊　氏
・名古屋会場「社会と技術をつなぐ日本の戦略：今後の新材料開発」

NEDO 技術戦略研究センター長　　川合 知二　氏
・東京会場　  「シンクロトロン放射光を用いた蓄電池反応解析」　　　　　  　　  京都大学　教授　　内本 喜晴　氏

第２７回  ２０１５年度研究成果発表会の開催

大阪会場　香川先生の講演 名古屋会場　ポスター発表

５．顧問

４．特別顧問

　　飯島　澄男　名城大学　教授
　　鵜飼　裕之　名古屋工業大学　学長
　　大橋　正昭　元ファインセラミックスセンター 　理事長
　　岡田　　清　東京工業大学　理事・副学長
　　岸　　輝雄　東京大学　名誉教授
　　塩原　　融　（公財）国際超電導産業技術研究センター 超電導工学研究 名誉所長
　　瀬谷　博道　前ファインセラミックスセンター  会長
　　立石　　裕　産業技術総合研究所　中部センター　所長
　　種村　　榮　前ファインセラミックスセンター  材料技術研究所長兼ナノ構造研究所長
　　中村　　浩　（株）豊田中央研究所　取締役
　　新原　晧一　長岡技術科学大学　学長
　　野嶋　　孝　元ファインセラミックスセンター  理事長
　　平井　敏雄　元ファインセラミックスセンター  材料技術研究所長
　　牧島　亮男　北陸先端科学技術大学院大学　名誉教授 シニアプロフェッサー
　　松尾　清一　名古屋大学　総長
　　室町　正志　（一社）日本ファインセラミックス協会　会長

　　豊田章一郎　トヨタ自動車（株） 名誉会長
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最新設備紹介

　特殊な低温凝固剤（凝固点＋17℃）を用い、常温に近い温度で凍結固定が可能な ES チャックを付属した平面研削盤
を導入しました。
　ES チャックは常温近傍で固定が可能なので、加熱や冷凍などの熱ストレスを抑制して固定できるため高精度な加工が
可能です。ES チャックでは、凝固剤が撥水性であるため、従来の冷凍チャック湿式加工で用いていた不凍液は不要とな
ります。また、ぬるま湯や常温の水での加工試料の取り外しや洗浄が可能なので作業時間の短縮や環境汚染対策に有効
です。
　ベースとなる平面研削盤の主軸は高剛性なメタル軸受けを採用しており、難加工材料にも対応可能です。また砥石カバー
やクーラントタンク等はステンレス製で耐食性を重視した仕様になっています。
本装置は ES チャック専用機としてのみではなく、通常の平面研削盤としても使用可能（固定法の選定可、研削液の温度
調節可）であるため、作業効率向上が期待できます。試験片の高精度な加工および加工時間短縮に貢献する一台として
役立ちます。

　粉粒体やファイバーなどの強度評価が可能な微小圧縮試験機は、従来から多くの皆様に機器利用や試験評価にてご利
用頂いて参りましたが、２０１４年１０月に設備更新を行いました。
　本試験機は≧ 5μm の試料を対象とし、0.001 μ m の変位分解能が特長です。また、新たにサイド観察キットを取り付
けましたので圧縮中の試料の状態を動画にて観察することができます。
　セラミックス、金属あるいは樹脂等の微小材料の評価に是非ともご活用下さい。

仕様
試験装置：島津製作所 MCT-510
試験力範囲：9.8 ～ 4903mN
試験力精度：0.1mN
試験力分解能：5 μ N

St: 強度 (MPa)
P: 試験力 (N)
d: 粒子径またはファイバー直径 (um)
l:ファイバー長さ (um)

ES チャック付属平面研削盤

微小圧縮試験機

加工試料（アルミナ）

＜粒子＞

金属貼付け板
低温凝固剤

機外準備プレート
（冷却水 5℃循環）

粒子径 50 μ m ファイバー直径 5 μ m

St = St =2.48P
πd 2

2P
πdl

＜ファイバー＞
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特許紹介

2014 年度特許登録実績　(2014/4/1 〜 2015/3/31)

単願特許（国内）：２件　　【累積保有数：３４件】
共願特許（国内）：１６件　【累積保有数：９２件】

1 炭化珪素単結晶の欠陥検出方法 トヨタ自動車（株） 2010.1.25 2010-013376 2014.4.11 5519305

2 溶融金属接触材及びコーテイング膜 国立大学法人岐阜大学 2010.3.30 2010-79421 2014.5.16 5540225

3
低密着性材料及びその製造方法、成形型及びその製
造方法、並びに、防汚性材料及びその製造方法

TOWA（株） 2008.3.24 2008-075781 2014.6.6 5554898

4
スピネル前駆体ゾルの製造方法、及び
スピネルがコーティングされた
チタン酸アルミニウム焼結体の製造方法

国立大学法人岐阜大学 2009.3.15 2009-062155 2014.6.6 5554934

5
発光体、発光体の製造方法、照明装置
および化粧品用紫外線遮蔽材

国立大学法人名古屋工業大学 2010.3.5 2010-48628 2014.6.13 5557090

6 半導体単結晶基板の欠陥観察方法 トヨタ自動車（株）

（株）LIXIL
国立大学法人長岡技術科学大学

2010.8.26 2010-189627 2014.6.13 5558268

7 断熱ガラスとその製造方法 2009.3.4 2009-050707 2014.6.20 5560434

8
低密着性材料、防汚性材料、成形型、
及び、それらの製造方法

TOWA（株） 2009.10.9 2009-234794 2014.6.20 5561992

9
酸化イットリウム前駆体水系ゾルの製造方法及び
酸化イットリウム前駆体水系ゾル

国立大学法人岐阜大学 2010.5.31 2010-124027 2014.7.4 5570011

10 揮発性有機化合物の分解装置及び分解方法 （株）デンソー 2009.11.30 2009-272546 2014.7.4 5571939

11 発光体およびその製造方法 2009.1.29 2009-18031 2014.7.11 5575408

12
固体酸化物形燃料電池の空気極材料
及び固体酸化物形燃料電池

2011.10.12 2011-225349 2014.8.15 5597177FCO Power（株）

13
超微粒かつ均質なチタン系炭窒化物
固溶体粉末の製造方法

日本新金属（株）

トヨタ自動車（株）
（株）豊田自動織機

（株）大同

2010.11.4 2010-247524 2014.9.26 5618364

14
構造物の歪・応力計測方法、歪・応力
センサ、及びその製造方法

中部電力（株） 2009.12.17 2009-286357 2014.10.10 5627882

15 ガスセンサ及びその利用 2011.2.25 2011-40877 2015.1.16 5679436

16
太陽光ー熱変換部材、太陽光ー熱変換装置、
及び太陽熱発電装置

2011.11.14 2011-249013 2015.1.30 5687606

17 セラミックス成形体の脱脂方法及び脱脂装置 2011.1.20 2011-10236 2015.2.6 5689325

18
超広帯域電波吸収体としての
磁性体担持コイル状炭素繊維の製造方法

2010.7.2 2010-151532 2015.3.20 5712381
シーエムシー技術開発（株）
国立大学法人名古屋工業大学

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　岡田・山田　TEL:052-871-3500（代）　　FAX:052-871-3599　　E-mail:y_okada@jfcc.or.jp
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役員紹介

研究企画部
大石　裕信

常務理事
丹羽　漸

　2015 年 4 月 1 日付けで（株）東芝より出向してまいりました大石裕信と申します。
　入社以来、東芝では一貫して部品・材料（金属及びセラミックス）関係の事業に携わっ
てきました。研究部門以外は製造、技術等を含め、ほとんどの部門を担当致しましたが、
営業部門が一番長く、文系出身です。今回、研究所の皆さんと一緒に仕事ができるとい
うことで非常に楽しみにしております。同時に、世界最高レベルの研究内容を理解でき
るか大きな不安を持ちながら、日々勉強の毎日となっています。今までの経験を生かし、
市場ニーズ、企業ニーズ、JFCC のコア・コンピタンスを良く理解し、研究の為の研究で
はなく、研究者の皆さんが将来の製品化（出口戦略）を睨んだ研究に集中できる環境を
作るべく、微力ながら貢献させて頂きたいと考えています。
　現在、９ヶ月振りの単身生活をしておりますが、前回は雄大な「北の大地」北海道、
旭川近辺（美瑛・富良野）を中心とした大自然を満喫しましたが、今回は名古屋圏の名所、
旧跡を探索し、文化・歴史をエンジョイしようと考えております。
　公私共々、どうぞよろしくお願い致します。

　2015 年 6 月 11 日の評議員会・理事会で、堀常務理事に代わりご選任いただきました
丹羽漸 ( にわぜん ) でございます。
　文化系、法学部出身で、出向元の中部電力では、入社以来長く総務・人事の仕事を担
当してまいりました。これまでの仕事を通じ「組織は人」であり、かつ組織は「人の和」
によって活性化するものであると感じています。まずは JFCC という組織の活性化に少
しでもお役に立つようにしたいと思っています。
　名古屋生まれで、子供の時から大の ｢ ドラキチ ｣ です。また、気分転換と少しばかり
健康を気にして、週末は家の近くの東山動植物園をウォーキングしています。
　業務分担は研究企画部を担務させていただきます。セラミックスの知識はもとより理
科系の常識もありませんが、皆さんに教えていただいて、世界最先端の、かつまた夢の
ある研究の一端に触れることができることに、学生の時のようにとてもワクワクしてい
ます。
　30 周年を迎えた JFCC の歴史に、さらにきらりと輝く一ページを重ねていく、未来に、
夢に向かって皆さんと漸進していきたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

職員紹介

研究企画部
菊地　直哉
　2015 年 4 月 13 日付けで（株）ノリタケカンパニーリミテドより出向して参りました
菊地直哉と申します。
　ノリタケでは入社以来ディスプレイパネル開発を長年担当し、主に材料特性の向上、
製造プロセスの効率化に取り組んでいました。また、ZrO2 粉末合成や溶融ガラス作製な
ど素材開発にも実務しました。近年は開発企画、学術団体事務局を行うなど、幅広く業
務を経験させていただきました。
ファインセラミックスセンターでは、研究受託対応、技術相談窓口対応、展示会開催を
担当して、研究成果と技術ニーズのマッチングに勤めます。
　私生活では７年ほど前に、やればできると一念発起してダイエットに取り組み、
100kg 近くあった体重を１ヶ月で 70kg 台への減量に成功しました。さらに１ヶ月をか
け目標としていました 60kg に絞り込み、その後大きなリバウンドもなく現在も維持し
ています。
　特に趣味らしいことはしていませんけれど、落ち着きの無い性格によるものか、年に
数回長距離のドライブを楽しみます。これまで、北は稚内の宗谷岬、南は鹿児島の桜島
へ行き、各地の絶景を楽しんでいます。
　これからは、多くの方への支援に努めますので、よろしくお願いいたします。
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平成２７年３月３１日付
　契約期間満了　　ナノ構造研究所　ナノ空間材料解析グループ　研究員　　　　高　　　翔　
　出向期間満了　　参与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡　博安（トヨタ自動車（株））
　　　　　　　　　ナノ構造研究所　微構造 ･ 界面解析グループ　上級研究員    　大石　　修（日本電子（株））
　　　　　　　　　研究企画部　研究推進グループ　研究員　　　　　　　　　　長島　真也（トヨタ自動車（株））
　　　　　　　　　研究企画部　業務グループ 担当部長　　                  　　　　　網治　　登（（株）東芝）

平成２７年４月１日付
　職員採用　　　　ナノ構造研究所　環境顕微鏡グループ　上級研究員　　　　　吉田　　要
　嘱託採用　　　　ナノ構造研究所　計算材料グループ　研究員補　　　　　　　小西　綾子
　　　　　　　　　研究企画部　業務グループ　参事　　　　　　　　　　　　　網治　　登　
　出向受入　　　　研究企画部　業務グループ　担当部長　　　　　　　　　　　大石　裕信（（株）東芝）

平成２７年４月１３日付
　出向受入　　　　研究企画部　業務グループ　担当部長　　　　　　　　　　　菊地　直哉（（株）ノリタケカンパニーリミテド）

平成２７年６月１１日付
　理事長退任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本　一雄
　理事長就任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部　哲夫
　常務理事退任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　　昌宏
　常務理事就任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小澤　　学
　常務理事就任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹羽　　漸

平成２７年６月１２日付
　　　　　　　　　参与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　　昌宏

平成２７年６月３０日付
　出向期間満了　　参与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　　昌宏

平成２７年７月１日付
　出向受入　　　　材料技術研究所　高信頼性材料グループ　主任研究員　　　　森　　匡見（中部電力（株））

ＪＦＣＣニュース第１１４号　　発行日　２０１５年８月１日
　　　　　　　　　　　　　　　発行所　一般財団法人ファインセラミックスセンター　 〒 456-8587　名古屋市熱田区六野 2-4-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（052）871-3500（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp

　当財団は、本年 5 月 7 日を持ちまして、設立 30 周年を迎えました。これもひとえに皆様方のご指導とご支援の
賜であると深く感謝申し上げる次第です。
　そこで設立３０周年を記念し、『環境とエネルギーに貢献するファインセラミックス』と題して、著名な先生方に
ご講演いただくシンポジウムを開催します。

開催日時：2015 年 9月 30日（水）　14：00～ 17：40
開催会場：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）　大ホール（２F）
開催内容：特別講演４件、センター講演１件
参加費　：無料

「ファインセラミックスセンター設立 30 周年記念シンポジウム」開催予定

の動きJFCC

事業案内

人の動き

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 40 回 学術写真賞 最優秀賞
　受賞日　　　平成２７年３月５日
　受賞者　　　下山田　篤史
　　　　　　　山本　和生
　　　　　　　入山　恭寿 （名古屋大学）
　受賞題目　　全固体 Li イオン電池内部の充放電中における Li 濃度変化

表　彰


